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憲法改悪を阻止し、いのちとくらしを守るために自公政権に打撃を 
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東京新聞 
一面トップ！ 



たなぶ候補むつ市入り、街頭演説会・個人演説会で過去最大規模の聴衆！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むつ市内の個人演説会には蓮舫さんが駆けつけてくれました 
《蓮舫さんの FACEBOOK より》 いつもニコニコしている田名部まさよさん。でも、それだけではありません。

『与党が大企業や大きな組織の声を政策に反映するなら、私は声の弱い人や声を上げられない人を支える政策を提案

していく』と青森選挙区の田名部まさよ候補。「政治は一部の人や一部の利益のために、その権力を利用するもので

あってはなりません。生きていく上で政治の力を必要としている人たちの声に耳を傾け、困難や悲しみを希望に変え

る役割を果たしていかねばならないのです」とホームページでもその想いを綴っている田名部まさよさんは、芯に熱

いものを持っている本当の政治家です。「私にしか出来ないことがある！」と力強く訴える田名部さんが絶対に必要

です。衆議院議員、参議院議員と 22年の実績、ぜひご支援を！！むつ市での個人演説会で！！（2022/6/23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参院選は 22日公示され、翌 23日夕方には田名部まさ

よ候補は早速、むつ市入りしました。午後５時半より開

催されたマエダ本店前での街頭演説会には 100名を超え

る聴衆が集まりました。 

 また、同日夜にむつ市内のホテルニューグリーンで開

催された個人演説会には約 130名が結集しました。個人

演説会は開催スケジュールが直前に決まったこともあり

周知時間が少なく、参加者の確保は厳しいものがありま

したが、急遽、蓮舫参議院議員の出席も決まり、会場は

満席の 130名程度が駆けつけてくれました。 

 田名部候補は翌朝にはむつ市中央町交差点で街頭演説

を行った後、急ぎ足で津軽方面へ向かいました。 



６月５日、連合青森、参院選勝利へ向けて決起集会を実施！ 
選挙区：田名部まさよ候補、比例区：９名の連合組織内候補の必勝を誓う 

６月５日（日）、連合青森では『第 26回参議院選挙勝

利総決起集会』をオンライン形式で県内６会場を繋いで

開催しました。下北地域においても約 40名の組合員がホ

テルニューグリーンに集結しました。 

 集会は塩谷会長の主催者代表挨拶に続き、田名部まさ

よ候補が登壇し、「青森を自民党一色に染めてはならな

い！そのためにも全力で頑張りぬく」と力強い決意表明

と支援の要請がありました。その後、連合傘下の組織内

候補を抱える９産別の県内組織よりそれぞれの組織内候

補（立憲民主党５名、国民民主党４名）の必勝と選挙区

では田名部まさよ候補の当選のため全力で闘い抜く決意

が語られました。 
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田名部候補、本県唯一の立憲野党候補として共産党、市民連合より支持をいただきました 
連合本部の意向などもあり参院選 1人区での野党候補

の共闘態勢は難航していましたが、ようやく本番直前に

なり、「日本共産党青森県委員会」や「市民連合あおも

り」が選挙区候補として田名部まさよさんを自主的に支

援する方向を打ち出しました。両組織とも政策協定締結

はないものの田名部氏の政治姿勢について平和憲法維持

や安保法制に関わる今日までの行動などを総合的に評価 

して支援を打ち出したものと考えられます。 

 共産党は比例代表では当然、自党への投票を呼びかけ

ますが支持者向けチラシ（下記参照）などで田名部氏の

名前を明記して教宣活動を展開しています。 

 市民連合は比例代表では立憲主義の立場に立つ立憲民

主党、日本共産党、社会民主党、れいわ新選組に限定し

て支持するとして声明（下記参照）を発表しました。 
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市民連合あおもりは 田名部匡代さんを支持し、比例は立憲野党を支持します 

～2022年参議院選挙にあたり呼びかけます（声明）～ 

参議院選挙は６月 22日公示、７月 10日投票で行われます。今回の参院選は、ロシアのウクライナ侵略に端を発し

「戦争か、平和か」をめぐる日本の未来と、安倍政治を引き継いだ岸田自公政権による「貧困と格差の生活苦」から

どう抜け出すか、が鋭く問われています。 

 市民連合あおもりは、2016年参院選で市民と野党が共闘した力で自民現職に勝利した田名部匡代さんを支持しま

す。田名部さんはこの６年、青森県の基幹産業・農林水産業の安定経営、コロナ禍の経済支援、格差解消と差別のな

い社会めざして奮闘してきました。安倍政権が憲法解釈を変えた集団的自衛権の行使は認めないと公約した「６年前

と変わらない政治姿勢を貫く」と田名部さんは明言しています。今回の選挙でも「自民一強」の「一色に染まらな

い」、多様性を尊重して「彩り豊かな青森県」をめざすと決意している田名部さんにいっそうの奮闘を期待します。

しかし選挙の様相は、野党の中でも憲法９条を無きものにするよう政府に迫る維新に続き、国民民主党が野党共闘を

拒否して政府予算案に賛成するなど岸田政権を支える側につきました。さらに６年前と異なり、立憲民主党本部と労

働組合の全国組織「連合」の意向が反映して青森県の「市民と野党の共闘」は成立せず、田名部さんにとっては厳し

い選挙になったと言われています。それだけになお、有権者の皆さんには田名部匡代さん再選のために大きなご支援

を訴えるものです。 

比例代表選挙では、どの野党を選ぶかも重要な選挙となっています。市民連合あおもりは、憲法に基づく立憲主義の

立場にたつ野党＝立憲民主党、日本共産党、社会民主党、れいわ新選組を支持します。また、岸田政権を支え、憲法

９条改定の側に立つ野党＝維新、国民民主党、参政党、NHK党は支持しません。 

 戦争を準備する国づくりから戦争はしない日本へ。憲法９条を生かした平和で安心して暮らせる社会をつくる仕事

は選挙後もつづきます。国づくりの主人公は国民です。国民の意志と運動で政治は変えられます。市民連合あおもり

は、「市民と野党の共闘」の再生めざして県民のみなさんとともに闘い続けます。（一部省略） 

2022 年６月 20 日   市民連合あおもり幹事会 

  

 



むつ市議会６月定例会 

 むつ市議会第 252回定例会は 

６月 22日から３日間にわたり、 

一般質問が行われました。前回 

までのコロナ禍による質問時間 

の制限は解除され、一人１時間 

の持ち時間で行われました。 

杉浦弘樹議員は廃止が予想 

されるシィライン及び陸奥湾フ 

ェリー航路について、地域住民 

の立場に立ってむつ市の考え方 

を追及、陸奥湾フェリー問題で 

は佐々木隆則議員もむつ市の姿 

勢を質しましたが、市長は財政 

支援を含めて、今後この問題で 

は市は関与しないことを強調し 

ました。 

また川内と脇野沢消防署の統 

廃合問題の現状を質しました。 

これについては下北広域行政事 

務組合の専権事項としながらも 

両消防署とも統廃合ではなく、 

それぞれが別々に津波対策を考 

慮しながら立地場所を選考中で 

あることが報告されました。 

また、杉浦議員は、質問に先 

立ち、市長の議場での不規則発 

言や感情的な態度を指摘し、是 

正を促しました。 

県立高校再編問題で 2027年 

に新設される大湊高校とむつ工 

業高校の統合高校に関し、地域 

住民との意見交換機会を設定し 

ない県教育委員会の姿勢につい 

て、むつ市長は横暴なやり方だ 

と語気を強めて県教委の姿勢を 

批判しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問一覧はデーリー東北より 

一般質問をする杉浦議員 



 下北地域９条の会は６月 12日、下北文化会館で第

６回定期総会を開催しました。 

 総会には目時フォーラム代表以下、立憲民主党むつ

下北支部（山本副代表）、共産党下北地区委員会（櫛

部委員長）が来賓として出席しました。 

また、田名部匡代参議院議員からは連帯のメッセー

ジが届きました。(下記参照) 

議事では今まで取り組んできた署名行動の中間総括

ともいうべき特別報告が畑中共同代表よりなされまし

た。また、新年度の活動方針として、何としても改憲

発議を止めるために参院選で改憲勢力を３分の２割れ

に追い込み平和への転換を図る政権の樹立に全力を尽

くすことを確認しました。 

              憲法改悪が現実味を帯びる中で新年度方針を確認！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【確認された 2022年度活動方針（要旨）】 
下北全域に亘っての「憲法改悪を許さない全国署名」

活動から、貴重な教訓と励ましの声を頂き、二度と戦争

は許さずの貴重な一筆」の署名は、改憲発議を許さずの

世論づくりに大きな役割を果たしてきましたが、 2020 

年初頭からの新型コロナウイルスの爆発的な感染の発生

のために、私たちの市民運動は「密閉・密集・密接」と

いう回避すべき「 ３密」から、日常の活動は大きく制

約されてきました。しかし、ロシアによるウクライナ侵

略後も私たちの活動は「地域・草の根」で、ウクライナ

侵略に抗議し、スタンディングを続け、「憲法改悪を許

さない全国署名」を訴えてきました。 

今日的な世界の動きは、核戦争、世界戦争の危機に直 

面していると言われています。多大な犠牲と加害の中か

ら手にした憲法９条を持ち、唯一の被爆国である日本こ

そ、今、戦争の危機を平和に転換する役割を積極的に担

うべき時であります。 

核の抑止力に基づく「核兵器の共有」は、まさに非現

実的な理論であり、世界的な反戦運動と対話を武器とし

た平和外交こそが、危機を打開する力になります。 

「武力で平和は作れない」という叫びを最重要視する

必要があります。参院選では何としても改憲の発議を止

めなければなりません。立憲野党の統一のもとで、徹底

した野党共闘を強め、憲法改悪と戦争の危険性を高める

改憲勢力を必ず３分の２割れに追い込みましょう。 

〔具体的な活動計画〕 
①地域署名行動 

・対話活動の充実 

・青年層への積極的働きかけ 

・周辺部での署名行動の復活 

・地域での『協力者、会員』の育成 

②スタンディング行動 

・弁士の育成 

・署名行動との連携 

・地域での街宣 

③学習会、講演会の実施 

緊迫した社会情勢に対応して開催 

④他団体との協力・共同 

現職組織団体との交流の機会を設ける 

⑤会員数の目標 

・個人会員 60名 

・団体加盟 10団体 

⑥事務局体制の強化 

・会議の定例化 

・情報提供の迅速化 

・事務局員を増やす 

 

 

 

 

下北地域９条の会 
第６回定期総会 
 

連帯のメッセージ 
参議院議員 田名部 匡代 

総会のご開催にあたり、メッセージを送らせていた 

だきます。 

まずもって、ロシアによるウクライナ侵攻を断 

じて許すことなく、お集まりの皆さまや、平和を 

願う世界の人々と連帯し、引き続きロシアに撤退 

を求めて参ります。 

さて、六年前の参議院選挙で訴えたように、日本 

国憲法は、平和主義の理念に基づき、個別的自衛権の 

行使を限定的に容認する一方、集団的自衛権行使は認めていません。つ

まり集団的自衛権の一部の行使を容認した安全保障法制は憲法違反であ

り、憲法によって制約される当事者である内閣が、みずから積み重ねて

きた解釈を論理的整合性なく変更することは立憲主義に反するものと考

えます。 

立憲民主党では、現行の安保法制について、立憲主義および憲法の平

和主義に基づき、違憲部分を廃止する等、必要な措置を講じ、専守防衛

に基づく平和的かつ現実的な外交・安全保障政策を築くことを公約とし

て掲げております。 

現在国会では九条を含め憲法改正が議論されておりますが、戦後、国

民の間に定着している「国民主権」「基本的人権の尊重」「平和主義」

の理念を堅持し、戦争を知らない世代の私たちこそが、平和への想いを

強く持ち続けなければならないと思っております。今後も信念を貫き活

動して参ります。 

来賓挨拶をする目時代表 

開会挨拶をする 
木下 9 条の会共同代表 



無念！六ヶ所村長選挙、反核燃・山田清彦候補 前回得票を 77票下回る！ 

 ６月７日告示、６月 12 日投票で、六ヶ所村長選が行わ

れ、現職と反核燃市民運動家で三沢市在住の山田清彦さ

んの一騎打ちとなりました。結果はご存知の通り、数字

的には有効投票の５％程度の獲得という予想していたと

はいえ厳しい結果に終わりました。 

六ヶ所村は放射性廃棄物の貯蔵施設や各種の核燃料サ

イクル関連施設を抱える、言うなれば「原子力城下町」

です こうした中で、あえて闘いに挑んだ勇気ある行動

を選択した市民活動メンバーの皆さんにあらためて敬意

を表したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

むつ小川原巨大開発、核燃施設問題が出始めて以来、

六ヶ所村長選挙は開発・核燃賛成派と反対、慎重派との

闘いは毎回続き、無投票はありませんでした。今回は山

田清彦さんが六ヶ所村長選に立候補してくれたことは、

「脱原発の火を消さない」という意味で、とても重要な

ことであったと考えます。 

原子力関連施設の立地による「原子力マネー」で潤う 

六ヶ所村は、2020 年度の「財政力指数」が県内トップの

「1.79」であり、施設の立地の無い風間浦村の「0.1」に

対して 18 倍の差があります。こういった情勢を受けて核

燃料サイクルによる振興を掲げる現職村長に対して、

「反核」を訴え続けて選挙戦を挑むことは容易なことで

はありません。脱原発の火を消さないように努力してい

る人たちの姿に胸を打たれる思いの闘いでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今回（2022年）の選挙結果（投票率 60.05％） 

［当］戸田 衛  75歳（現）4,733票  ［落］山田 清彦 65歳（新）246票…獲得率 4.94％ 

■ 前回（2018年）の選挙結果（投票率 62.28％） 

［当］戸田 衛  71歳（現）5,021票  ［落］遠藤 順子 58歳（新）323票…獲得率 6.04％ 

 

元気に街頭演説をする山田清彦さん    選挙事務所（種市信雄さん宅）    応援演説をする種市信雄さん 

6/19 デーリー東北 



 

 

【編集後記】 
 フォーラムしもきた総会、六ヶ

所村長選、そして参院選と多忙な

日々が続きました。むつ市長選も

無投票のまま３選、中間貯蔵施設

問題は話題にも上がらず仕舞い。 

 そろそろアクションを起こして

いかないと昨今のエネルギー事情

問題で共用化問題に飛び火する可

能性が気にかかります。 

 そんなこんなで今回号も新聞報

道記事がメインとなってしまいま

した。みなさん！選挙ヨロシク！ 
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